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c O E外国人研究良の Jtldit Kuc sera博士(ハ ン ガリ ー
ア ッ チ ラ ヨ ゼ フ大学) は, 1年間の ｢CTyPtOC OCCuBの過
伝学的研究+ を終え, 5月al 臼に 帰国 した , C O E非常
勤研究風の畑 邦彦将i
･ 札 昨科こ引蓉親善CT･y PtOC OCC uS
を中心とする様々 な輿蘭研究を行っ て い る. バ ン グラ デ
シ ュ か ら の国費留学生So ndip Ktl m arBis w as熟ま, 千
瀬大学大学院博士探樺1年生として研究を掛ナてい る.
ラ ト ビア からの国鎖骨学生 Antr 且Drivinya さ ん は4月
に入賀 し, 研究を開始した.
ア メ リカ合衆園ロ マ リ ン ダ大学の笠 淳 一 準教授は,
10月29 日干壌を紛れ, CTツPtOC OCCuS に関する共同研究
の打ち合わせを行っ た. ハ ン ガ リ ー , デ ブ レ ツ ェ ン 大学
の George Bar abas教授と La畠ZIo Kiss教授は. 11月5
日と11月11E], 共同研究推進の ため研究室を訪れた.
吉田紳 - は. 6月6日, 闘際協力事業団よりブラ ジ ル
に派適された (2000年6月5日まで). 竹尾湊治は9月
29日から10月9Eほ で ｢酵母細胞表面の構遭と機能+ に
関する国際共同研究を行うため, ハ ン ガリ ー , デ ブ レ ツ ェ
ン 大学を訪問した.
医学部4年次の基礎配属に草島 文さん と古EEE美穂さ
んを受け入れ, ｢病原美園細胞の電子顕微鏡観察+ と い
うテ ー マ で 実習を行 っ た.
研 究棟要
1. LS C を用いた病原酵母の 細胞周期の解析
細胞の蛍光量を顧徴鏡下で正 しく&rJ光する に は正確な
フ ォ ー カ ス 合わせを必要とするが, LSC(レ ー ザ ー ･ ス
キ ャ ン ニ ン グ ･ サ イ ト メ ー タ ー )は レ ー ザ ー 光を使うこ
と に より, こ の 間題を解決 して い る. ま たL SC は多数
の細胞の 測定を可能とし, さ らに個々 の細胞に つ い て蛍
光量と細胞形態の情報を得るこ とが で善る. こ れを用い
て Ex ophlala de T Tnatitidまs と CT
1
37PtOC OeC uST u? Ofor -
Tn a n Sの 細胞周期に つ い て 調 べ た. 増殖期の E deT.m ati-
tidis で は出芽と D N A合成 開始は同時に起 こ っ た. 定
常期に近づくとS期と GB 期 の 細胞が減少し, や が て殆
どの細胞が Gl槻の核D N A盈で 停止した . こ の こ と は
:f･溌酵降懸Sacchar omyces c･e reuisiaeと同様の 細胞周
期である こ とを示す. -一 方拍二f-歯酵母 C. T m/o rm a n 8
で は増殖槻の細胞で D N A命成完j
'
後 に臼悌 が起こ っ た.
定常期に近づくと GlとS例の細胞の制令が減り, G?湘
相当の細胞が増えた. すなわち C, n eofw m a ns で はGl
期で 定常卿こ入る細胞があり. 増掛封筒】の経過とともに
そ の制令が増加して いくと堆諭され る.
2 . タイ AID S患者より分離されたCryplo cocc us ne o･
foT･m a n Bの観性帆 特に核掛こつ い て
タイ の AID S鹿着から分離した CT31PtOC O Ceu8 neOfoト
m a n8百錬以上に つ い て核札 血滞型を網 ペ た. 大部分
(94株) は1倍体で2倍体は約10% (lo株) 存在したが
3倍胤 4倍体は見いだされなか っ た. 血清型は1株の
みが A D型で他は全て A 型で あ っ た . 交配型 は5株が
交配不髄で他 は全て a型で あ ,' た. タイ の AID S患者か
らの分離株の性状は比較的 一 定で, これらの 株はタイ に
分布する本営の うち狭い 一 部と考えられる.
8 . Exophlala deT
･
m atitklis の nu cl飢1 S- a s s o ciated
orga nelle(N A O)と細胞周期に関する研究
細胞周期に伴う印A Oの構造変化や複製の時期などを
調 べ るた め に 比
●
細胞周期の各時期の細胞内構造を立体
的に辞しく解析することが必要である. こ の目的のため
に本年は, 急速凍結置換固定した細胞の連続超薄切片を
作製し, 日本電子株式会社の協力を得て 新たに ソ フ ト を
開発し, コ ン ピ ュ ー タ ー に よ る三次元再構築を行 っ た.
4
. 病原酵母の 単細胞分離株とその 自然変異 に 関する研
究
数種の 病原酵母に つ い て , そ の自然変異を明らか にす
るため, 先ず単細胞分離により株の性質を均 一 化 した.
そ れを定瓶的に植え継い で酵母細胞集団の形態そ の他 の
性質の変化を調 べ て い る.
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5. 担子菌酵母の生長様式に関する研究
一 般 に担子菌酵母は母細胞と娘細胞の境界部位は太く
短い が, そ う で な い菌逓も多い . そ のうち境界部位が細
長い酵母に つ い て , そ の成長様式, 特に 形態形成上の 特
徴を調 べ て い る. 顕微鏡下で経時的に写真を撮る ことに
より, 各細胞周期の時間関係を明らか に した. ま た, 電
子顕微鏡で細胞表層の各部位に特徴的な構造を見出した.
6 . Malas sez払 pa chyderm atiB 0)分離とそ の 性状
M . pachyderm atisを分離同定し, そ の 形潜海よび過
敏形態的特徴を調 べ た. ま た, 本菌の細胞生物学的性状
を研究するため の基礎とし て, 個々 の 細胞が よく分散す
る振塗培養系に つ い て検討し, ほ ぼばらけた状態で培養
することが可能となる菌株を見出した.
原著論文
1) O hku畠11 M , Ya m agu chi M, Eata K, Yo shida S,
N i8him u ra EL , de･Eo og G S, Take o K :Cellular
and nu clear cha r d. cteri8tic s of Ex ophiala de rm a-
titidis. Sttldiesin Mycolog y43: 143-150, 1999.
･ Gr o wth for ms, a S w ellas c ell118.r a nd n uclear
cha r acteriBtic8 0f 58str ain s Of Exophiala der m a-
titldL8
,
is olated fro m patients alld fro m the
e nviron me nt, w ere studied. In yea.St a nd pse udo-
m yc elitlm -like c ells, D N A Bynth占sis started
c onc omita ntly with budding, Siz es of cells and
n llC ei w ere si mi la r a Tn O ng 54 of the 58 str ains
examin ed. This prev alent a m o unt Of DNA per
c ellw as.take n as r efe r en ceu nit. T hr e est.raiTIS
had signific antly la rge r Size sof cells and n u clei
than r efere n c e c ells a nd had do uble a m ou nts of
∴･ D N A. By c o mparison to heter othallic strain s
-of 仇pro nia, the E. der Tna 出idis 8train8 C O n-
tain lnど refe ren ce am o lrltS Of D N Aw e r e sllg ge Sted
as haploid, wher e as the Str ains withlarger c ells
as diploid.
2) Hui C, Yam an oto H, O hta T, Takeo K, Kita-
m oto Y: Nu clea.r 8 election in m o n okaryotic
oidiu m for matio n fr o m dika ryotic mycelia in
a b且Sidio myc ete , P hollota n a m eko . Myc oscie n c e
40:199-203, 1999.
3) Eui C, T8n aka Y, Takeo K, Kita m oto Y :
M orphologic 81a nd cytologic al a叩 eCtS Ofoidiu m
fo rm ationin b8.Sidio mycete, P holioLa n aTn eho.
Mycos cienc e40:95-101. 1999.
4) Mu ra n oA, M iyake M , Koto J, Ta nzaw 且 H,
Take oK, Noda M :Enha nce m erlt Of th8 gr() Wth
of Helicoba cter p ylo ri in Bru cella broth by
hydr ogen peroxide. Microbiol lm m u n o1 43:1009-
1015, 1999. .
5) Eirozumi K, Nakajim a H, M8.Chida M, Yarn a･
guchi M, Take o E, EitaTn QtD K:Clo ning and
char a ctoriz atio n of a g8ne(a r･P A)fr o m A8PeT
･
･
glllus oryzcBe enc oding a n actin･r elated pr otein
requir ed for n o r m al ntlCle ar distributio n and
m orpholog y of c onidiophores. M oI Gen G8net
262:758J767, 1999.
6)Tah ya N, SllZuki S, Ku w aza.ki a, Sholm H.
Ma ruo F, Ya m aguchi M, Take n冗:Cytochr o m e
P 450n or, a n o v el class of mitocho ndrialcytoch･
ro m eP450 in v olved in nitrate respiration in the
fu ngu s Fu sa rlu m o xysporuTTL. Arch Bioche m
BiophyB 372:340-346, 1999,
7)Sipiczki M , Take o a, Gral18rt A : Gro wth
pohritytran sitio nsin 8. dim o rphicfission yeast.
Micr obiolog y, 144:3475-3485, 1998. (1998*# &
情報通加)
著春. 総説. 解散
1) 山口正視 : ウイ ル ス の 構造を見る . ｢バ イ オ イ メ ー
ジ ン グ技術の 最先端+ (石川春律監修), p. 34-38,
先端医療技術研究所, 1999.
学会発表
(国際学会)
･1) Kope cka M , Take o K, Y a m aguchi M, O hku s u
M
,
Hata 冗, Gabriel M, Sv oboda A : Actin
cytoskeleto n in hll ma n fll nga.I pathogen Cry pto-
c o c c u s n e ofo T･ m a n S. Cytoskeletalni Klub, A b-
Btra CtB, Czech, M a r ch17119, 1999.
2) Kopecka. M , Take oIく, Yam aguchi M, O hkus u
M
,
H ata Iく, Gabriel M, Svoboda A : Actin
cytoskeleton in tw o h um a rl ftl ngal pathogen s
22 千葉大学 真南医学研究 セ ン タ ー 報告 第3巻 1999
Au reoba sid 払m pullula n s & nd CTy PtOC OCC ZLS
T W OfoT･m a n8. 2Otl■ Intl Specialized Syrup Ye asts :
Yeast Cell S11rfac e8 a nd Me mbrane P h8n Ornen a,
Sn olenice, Slo v ak Republic. M ay23･27, 1999.
3) OhklユSu M , Hath 汰, Aoki S, Ito- Ku wa S,
Pierltb8W¢e Chai K, Take oK :Cellcycle a ndploidy
of CTT･yPtOC OCC uST mform a n 8. 4th lntl Co nf o n
C[y ptoc o ecu s a nd Cry ptoc o c coBig, Londo n, U K.
Sep. 1999.
4) Kuc畠8r a3, Take o K: Detectio n of cha ngo8irl
c ap8tllatio n inte n8ity of Cryp紬c oee u8 n eO/0ト
Tn a n Sin vitr o c ultu re. 4th htl Co nf o nCTy PtO･
c o e e u8 a nd Cry ptoc o cco 8i8. Lo ndo n, Utく. sap.
1999.
5) Defav 白ria, Fecchio D, S8.n O A, 1to E, Ku rita
N, Nishim u raK, M iyaji ”;Cytokin 略 B and
T C D4/C D81ympho cyteBin theltlng Of m urin e
p111n O n&ry pafaCO CCidioidornyco与is. 7th lrlter-
n atio n al Meeting of the Par ac occidiodomycoBi8.
Br aBil. 1999.
国内学会
1) 山口正視, 竹尾漠治, 鈴木簾代, 古河弘光, 及川哲
夫 :病原真菌Ex ophiala deT･ m a出Idl8細胞の急速
凍結 ･ 連続超薄切片法による三次元再構築. 日本電
子鋭敏鏡学会第55回学術講演会, 電子瀕徽鏡 34
(増刊1号):52. 1999.
2) 畑 邦彦, 大栴兼佐子 , 青木茂治, 久和彰江,
Pie nthaweechai E , 竹尾 湊 治 : CT3)PtOC OC C u S
n e oform a n s単細胞由来株に おける細胞の 核D N A
畳変化. 日本菌学会策43回大 会, 辞演婁 旨集,
p. 42, 1999.
3) 竹尾漠治, 吉田締 - , 山 口正視, 大桶美佐子, 触
邦彦, 杉田 隆, 中瀬 崇 : 有柄分生子形成酵母
SterigTnatO myC e 8 halophllu sお よ び Fello7nyCeS
/uzho ue n8is の 形態的 . 超徽形態的特徴. 日本菌学
会第43回大会, 溝演要旨集, p. 43, 199.
4) 大桶美佐子, 柵 邦彦, 大泉 廉, 竹尾療治 :酵母
の生長増殖とアク チ ン配置に対する ゴ ニ オ ド ミ ン A
の 影響 . 日本菌学会第43回大会, 脊演要旨集 ,
p. 43, 1999.
5) 大橋美佐子, 畑 邦彦, 竹尾漠治 :L S Cを用 い た
CTつ,PtO CO CC 払S nc o/OrTn an Sと Ex oph h la JefTn a-
出idis の細胞周期の 解析. 第43回日本医其菌学会
総会, 真菌観. 40(増刊1号):69, 1999.
6) 大桶美佐子, 竹尾漠治, 畑邦彦, Pientl18 W 8eChai
K, 久和杉皇L 野木茂治: タイ Al D S患者より分離
された Cry ptoc occzLS n eOfo rTn a TZS の 活性状, 特に
核相に つ い て . 第43回日本医轟薗学会観念 40(増
刊1号):69, 1999.
7) 細 邦彦, 大楠美佐子, 竹尾塊治 : CTT PtOC OeCu S
ne o/orm ans単細胞由来株に おけるhaploid細胞と
diploid 細胞の比率の 変化 帝48回目本匠巽歯学金
総会, 40(増刊1骨):89, 1999.
8) 山口正視, 竹尾濁治 :Exophiaぬ deT･ m at出dls細
胞の急速凍結置換 ･ 連椀超薄切片法による立体観集.
第43回田本匠兵歯学会粗金, 40(増刊1号):88,
1999.
9) 深単元紀, 佐藤哲気 韻月正武. 山口正視, 谷本晋
- : びまん性汎細魚管支炎海よび削鼻腔気管支炎患
者におけるタラリ ス ロ マ イ シ ン投与前後の気道線毛
上政細胞の電子顕微鍍的研免 鮮7&回日本感染症学
会総会, 感鞄症学雑紘 78 (瞳時増刊号):105,
1999
.
10) 岡村佳姦, 山口正視, 竹尾漢治, 中島謙 一 , 加顔潤
-
, 中野明J象 藤崎真吾, 西村行進 :大腸菌ウ ン デ
カ プ レ エ ル ニリ ン敢合成酵素欠規変異株の細胞壁合
成およぴ細胞形温 帯22回日本分子生物学会年会,
1999.
ll) 伊藤恵美子, 近藤文弘 原田健 一 : ラ ン藻の生産
する有寺 ペ プ チ ド に関する研究. 免疫組織化学染
色法を用いi:
'
マ イ ク ロ シ ス ナ ン の 生体内分布 . 罪
119年全英学会, 199.
12) 伊藤恵美子, 永井宏史 : ア ン ド ン ク ラゲ毒に よる溶
血作用と病理変化 第46回毒素 シ ン ポ ジ ウ ム予稿集:
173-177, 1999.
国敵交流活動
1) 笠 淳一 準教授(ア メリ カ合衆国, ロ マ リ ンダ大学):
研究討論の ため来訪, 平成11年10月29 日.
2) Gc orge Barabas教授 (- ン ガリ ー , デ ブ レ ツ ェ ン
大学):研究討論および共同研究実験の ため研究室
を訪問, 平成11年11月5 乱 11月11 日.
3) Las zlo Ki占S教授 (ハ ン ガリ ー , デ ブ レ ツ ェ ン 大学):
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研究討論の た め研究室を訪問, 平成11年11月5日,
11j]llEl.
4) 青田詐 - : 国際協力事業団の カ ン ビ ー ナ ス大学臨床
研究 プ ロ ジ ェ ク リこ よりブ ラ ジ ル 国サ ン パ ウ ロ 州 に
滞在中, 平成11年6月 6 日- 平成12年6月5 臥
5) 竹尾漢治 :酵母細胞表面の構造と機能, 平成11年渡
文部省科学研究費(国膝共同研究) によりハ ン ガ 1) - ,
デ ブ レ ツ ェ ン 大学を訪問, 平成11年9月29日 - 1 0月
9 日.
国廉共同研究
1) オ ラ ン ダ国立真菌研究所 (C B S) G. S. de Ho og博
士 : 病原性黒色静母の細胞生物学に関する研究
2) ハ ン ガ リ ー 国 デ ブ レ ツ ェ ン 大 学 微生 物学教室
M atthia8 Sipiczki教授
胸生物学的研究
3) - ン ガリ ー 国 ア ッ チ ラ :
Jtldit KllC S e ra 準教授 :
の細胞生物学的研究
4) ア メ リカ合衆国, ロ マ リ
:分裂静母の 達伝学的, 細
ヨ - ゼ フ 大学微生物学教室
CTy PtOe OeCZLS neOform a n s
ン ダ大学微生物学教室, 隻
専 一 準教授 : CTy PtOe O CC uS ne Ofor,n a n sの 分子遺
伝学的研究
共同利用研究 (園内)
1) 大泉 康 (東北大学. 教授), 中細Er]道 ( 同･ 助教
授), 絵永公括 (同. 助手), 斉藤真也 (同･ 助手):
抗菓菌作用を有する天然生理活性物質の 探索とその
作用機構の解明.
2) 藤崎真吾 (東邦大学 ･ 罷師), 西村行進(同 ･ 教鑑),
真野棟 - (同 ･ 助教授): 原核生物お よ び真核生物
の細胞分裂に必衰な因子の相互作用.
3) 青木茂治(日本歯科大学 ･ 教授) : エ イ ズ 患者か ら
分離されたク リプト コ ･y ク ス . ネ オ フ ォ ル マ ン ス の
生物学的性帆
4) 祥雲弘文 (筑波大学 ･ 教授), 高谷直樹(同 ･ 助手):
脱垂真菌ミ ト コ ン ド r) ア の形態と機胞
5) 中瀬 崇(理化学研究所 ･ 部長), 杉田 隆 ( 明治
薬科大学 ･ 助手): 担子菌系酵母 の分生子形成様式
の 起徴形態.
6) 官尊 厚 (東北大学 ･ 助手), 大瀧 保(同 ･ 教授):
接合菌ヒゲカ ビ の壊合胞子の微細模造に関する研兜
7) 森永 カ (広島県立大学 ･ 教授): 菌根菌の 微細構
造解明. ■
8) 藤井貴明 (千葉大学 ･ 教授):特異な
■
ア ミ ラ ー ゼ産
生様式を示す不完全菌Fu 8idiuln 8P. の細胞二形性
に関する研究.
学会活動 (主催学会, コ ン ビ - ナ)
1) 竹尾嘆治 :International Symposillm Of Myc o-
toxic olog y･
'
99, 平成11年9月 9E], 10臥 千草
(事務局長).
2) 山口 正視 :Inter n atio nal Sy皿PO Siu m of Myc o-
toxic olog y
'99
, 平成11年9月9 日, 10 El, 千 葉
(組織委貞).
科学研究史
1) 大桶美佐子 (代表) : 病原 性酵 母 CTDIPtOeO C CZLS
n e ofoT.m a nS の核相とその変化 平成11年度文部省
科学研究費補助金(奨励研究B, 間 者号 11922029)
24万円.
2) 大桶美佐子(代表):病原性黒色酵母およ び近縁薗
の核相と有性生殖. 平成10年度文部省科学研究費補
助金 (奨鹿研究B, 深題番号 10922086) 研究成果
報告書.
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